結論から言うと、研究としての影響力は大きい。しかし「2030年に一般家庭の電気代がゼロ」まで行く確率は、まだ高くありません。
私なら現在の評価を、
· 学術的・技術的影響力：8/10 
· エネルギー産業への将来影響：7/10 
· 2030年までの一般住宅への普及：3/10 
· 地球温暖化を単独で解決する力：2/10 
と見ます。
何が本当にすごいのか
番組の音声認識では「偽産」となっていますが、正しくはギ酸です。
基本的な流れは、
太陽光発電
→水とCO₂からギ酸を製造
→ギ酸を貯蔵・運搬
→必要なとき水素を取り出す
→燃料電池で発電
です。
ギ酸の最大の利点は、水素を液体の形で安全に扱いやすくすることです。水素そのものは圧縮・液化・運搬が難しい。一方、ギ酸なら常温で液体として保管でき、必要なときに水素へ戻せます。
つまりこれは発電技術というより、
太陽光の余剰電力を、ギ酸という「液体の電池」に変える技術
と考えると分かりやすいです。
さらに2026年の研究では、日射量が変動する屋外でも、蓄電池を介さずギ酸を安定製造できる試作装置が実証されています。これは、電池や複雑な制御装置を減らし、設備費を下げられる可能性がある重要な進歩です。大阪公立大学の研究成果を紹介した発表
世界を変える可能性がある部分
1．再生可能エネルギーの「季節間貯蔵」
太陽光発電の最大の弱点は、昼夜だけではありません。
夏に余っても、冬には不足する。通常の蓄電池で数か月分を貯蔵するのは高価です。
ギ酸の形にすれば、
· 夏につくる 
· タンクに貯める 
· 冬に使う 
· 離島や被災地へ運ぶ 
という使い方が考えられます。
これはリチウムイオン電池と競争するというより、電池が苦手な長期間・大量貯蔵を補完する技術です。
2．住宅より先に、工場・地域設備へ広がる可能性
私は、最初から各家庭に装置一式を置くより、
· 工場や物流拠点 
· 集合住宅 
· 地域マイクログリッド 
· 離島 
· 災害時の非常用電源 
· 太陽光発電所に併設するギ酸製造設備 
で先に実用化される可能性が高いと見ます。
住宅メーカーとの実証は非常に重要ですが、万博で動かしたのは小型ジオラマ規模です。原理実証から住宅一軒を通年で支えるまでには、かなり大きなスケールの壁があります。
3．燃料だけではなく、化学原料を脱石油化できる
天尾教授の研究はギ酸だけではありません。
CO₂から、
· メタノール 
· フマル酸 
· 生分解性プラスチック原料 
· ナイロンなどにつながる化学原料 
を製造する方向にも広がっています。
この方が、初期の商業化では有望かもしれません。電力は価格競争が非常に厳しい一方、化学原料は高付加価値だからです。フマル酸については、従来法に比べ収率を約2倍にした研究も報告されています。大阪公立大学の研究紹介
番組表現には少し注意が必要です
「電気代ゼロ」は、技術的には言い過ぎ
装置が完成しても、
· 太陽光パネル 
· CO₂回収・濃縮 
· ギ酸製造装置 
· ギ酸の貯蔵タンク 
· 水素を取り出す装置 
· 燃料電池 
· 触媒交換と保守 
が必要です。
電力会社へ払う電気料金が小さくなっても、設備の購入費、更新費、保守費まで含めれば、エネルギー費用が本当にゼロになるわけではありません。
正確には、
「系統電力の購入を大幅に減らせる可能性」
です。
エネルギー効率の問題
変換のたびに損失が出ます。
家庭ですぐ電気を使えるなら、太陽光発電の電気をそのまま使う方が効率的です。数時間から一晩なら蓄電池が有利でしょう。
ギ酸が本領を発揮するのは、
そのままでは捨てられる余剰電力を、長く保存したい場合
です。
CO₂を永久に消す技術ではない
回収したCO₂をギ酸にし、最後にエネルギーとして使えば、原則としてCO₂は再び出ます。
したがって、これは必ずしも「CO₂除去」ではなく、
地下資源から新しい炭素を掘り出さず、既にあるCO₂を循環利用する技術
です。
もちろん化石燃料の使用を置き換えれば、排出削減には大きく貢献できます。
実用化を決める5つの数字
今後は、派手な紹介より次の数字を観測すべきです。
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	太陽光からギ酸までの総合効率
	投入した光をどれだけ燃料にできるか

	ギ酸1kg当たりの製造費
	既存燃料や水素に勝てるか

	触媒の寿命
	数年単位で連続使用できるか

	CO₂の純度と回収費
	空気中CO₂を安価に利用できるか

	装置の規模
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この5点が公開され、住宅一軒を四季を通して動かす実証ができれば、評価は一気に変わります。
最終判定
これは「夢物語」ではありません。大阪公立大学は実際に査読論文を継続的に出しており、天尾教授は2026年に人工光合成分野の総説を権威ある『Chemical Reviews』にも発表しています。研究成果一覧
しかし、現在はまだ、
世界を変え得る優れた技術シーズが、屋外実証と社会実装の入口に到達した段階
です。
私が最も期待するのは「各家庭の電気代ゼロ」よりも、太陽光の余剰電力をギ酸として長期間保存し、地域・工場・離島で循環利用する仕組みです。
そして、もう一つはCO₂から高価な化学原料を作る道です。こちらが先に採算化され、その利益と量産技術がエネルギー用途へ還流する――この順番が、現実には一番ありそうです。

